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人力車人力車人力車人力車とととと藤沢藤沢藤沢藤沢のののの町並町並町並町並みみみみ （（（（ 平野家文書平野家文書平野家文書平野家文書 ））））

上の写真は、現在の「蔵まえギャラリー」付近を関東大震災前に撮影したものと思われ、左手には人力車

が写っています。人力車は明治3(1870)年3月に製造と営業の願出が東京府に出されたのが記録に残る最初で

すが、その数年の間に全国に普及し、明治30年前後に黄金時代を迎えました。しかし交通機関、特に自転車

とタクシーの発達により徐々に衰退し、昭和初期にはほとんど姿を消してしまいました。（中村）

参考：齊藤俊彦『人力車』（株式会社産業技術センター、1979 年）
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古記録を読む 第４回古記録を読む 第４回古記録を読む 第４回古記録を読む 第４回

源頼朝の死をめぐって（下）源頼朝の死をめぐって（下）源頼朝の死をめぐって（下）源頼朝の死をめぐって（下）

★★★★ 『『『『 吾妻鏡吾妻鏡吾妻鏡吾妻鏡 』』』』 のののの記述記述記述記述のののの諸相諸相諸相諸相

鎌倉幕府の公式記録である『吾妻鏡』には建久10

年（1199）1月の記述が欠落しています。その理由

については、昔からさまざまな説がありますが、ど

れも有力な証拠がありません。安田元久著『鎌倉幕

府と源頼朝』（教育社歴史新書、1979年）では、「お

そらくは故意にこの偉大な武家政治の創始者の死を

記録しなかったのであろう」と記されています。

「吾妻鏡」では頼朝の死についてまったくあつか

っていないかというと、そうではありません。頼朝

の死後13年経った建暦2年（1212）2月28日の記述で

去る建久9年、稲毛重成がこの橋を新造して

落成供養が行われた折、故将軍家（頼朝）も出

席されたが、その帰路に落馬され、それからし

ばらくして死去された。

とあり、この記述が今日通説となっている頼朝「落

馬」説の証拠となっています。しかしこの記述から

では、橋供養からの帰り道としか述べておらず、ど

こで落馬したのか特定の地名は記されていません

し、落馬の原因は何かとか、落馬から死去まで日数

がかかりすぎているのではないか。さらに武士の総

大将である頼朝が、落馬すること自体、不思議な話

ではないでしょうか。そこで多くの疑問が生じてし

まいます。

★★★★怨霊原因説怨霊原因説怨霊原因説怨霊原因説のののの周辺周辺周辺周辺

頼朝の死因についてもうひとつ有力なものに「怨

霊」説があります。そこには、市内の地名も出てき

ます。では、次に「怨霊」説の根拠となる「保暦間

記（ほうりゃくかんき）」(『群書類従』第26輯所収)

から頼朝の死について考察したいと思います。

この史料は、14世紀の中頃に成立されたとされて

おり、筆者は北朝方の武士ではなかったかと推測さ

れています。内容は、保元の乱（1156）から暦応3

年（1338）の後醍醐天皇の死去に至る約200年間の

政権をめぐる争いを物語り風に描いたものですが、

「吾妻鏡」の記載が終了する文永3年（1266）以降

の鎌倉時代に起こった事件を研究するうえで貴重な

史料です。

頼朝が相模川の橋供養から戻った時、八的

ヶ原というところで、源義広・義経・行家など

の人々が現れて頼朝を睨んでいた。さらに進ん

で稲村ヶ崎に着いたところ、海上に十歳ぐらい

の子供が現れて、西海に沈んだ安徳天皇である

と言って消えた。その後、鎌倉に帰って病床に

つき、次の年の正月13日になくなった。

とあります。「保暦間記」には怨霊に関する記述

が多く含まれているのが特徴です。

さて、この史料の中に「八的ヶ原」という地名が

でてきます。これは現在の辻堂あたりとされていま

すが、茅ヶ崎付近まで含まれるという人たちもいま

す。その上「保暦間記」では八的ヶ原で義経たちの

怨霊に出会いますが、鎌倉に戻って頼朝が亡くなっ

たことになっています。ちなみに、渡辺保著『北条

政子』(吉川弘文館、1961年)では、この資料が引用

された後、「霊というのは当人しか見られないはず

だから、これは実説というよりやはりこの書の著者

が武士の殺生をいましめるための教訓にしたと考え

るべきで」あると記されています。

江戸時代に書かれたと思われる「盛長私記」(早

稲田大学図書館所蔵）のなかには、

橋供養の最中、亡霊が多く出現し、驚いた馬

から落馬した

といった折衷説もでてきます。

頼朝が思いがけず亡くなり、幕府の公式な記録で

ある『吾妻鏡』の記述もあいまいなところが多いの

に加え、当時の公家の日記でさえ、伝聞にすぎない

もののため、当時の一級史料を調べれば調べるほど、

憶測が憶測を呼んでしまいます。

その上、幕府を開いた英雄の死という恰好のテー

マに多くの脚色が加えられ、多くの人のイメージに

事実とは違ったものが与えられます。、

さらには、事実と事実の間に伝説や伝承といった

ものが入り込んでしまったため、頼朝の死因の真相

については、よけいに不可解なものとなっていくの

です……。 (伊井 )
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紹介紹介紹介紹介 ：：：： 文書館文書館文書館文書館のののの刊行物刊行物刊行物刊行物

文書館では、地域での調査や研究の成果を刊行物

にまとめています。今回は、2012年度に刊行された

ものを紹介します。

１１１１．『．『．『．『藤沢市史藤沢市史藤沢市史藤沢市史ブックレット４ブックレット４ブックレット４ブックレット４ 小笠原東陽小笠原東陽小笠原東陽小笠原東陽とととと耕餘塾耕餘塾耕餘塾耕餘塾にににに

学学学学んだんだんだんだ人々人々人々人々』（800』（800』（800』（800円円円円））））

現在の羽鳥地区に開かれた学校「耕餘塾」とその

創始者であった小笠原東陽について、残された資料

をもとに高野修氏(元文書館長)が紹介しています。

この学校の卒業生の中には、吉田茂(元首相)などの

多くの有名な人物が含まれています。

２２２２．『．『．『．『藤沢市史研究 第46号藤沢市史研究 第46号藤沢市史研究 第46号藤沢市史研究 第46号』（900』（900』（900』（900円円円円））））

一昨年度に開催された藤沢市史講座「関東大震災

と藤沢」および関連シンポジウムでの講師6名によ

る講演が収録されています。また調査報告「景観写

真の年代推定について」では、さまざまな方法で写

真の撮影年代推定に取り組んだ成果と、藤沢駅およ

びその周辺の変遷図がまとめられています。

市史市史市史市史ブックレット4とブックレット4とブックレット4とブックレット4と市史研究46市史研究46市史研究46市史研究46

３３３３．『．『．『．『藤沢山日鑑 別巻 近侍者記録三藤沢山日鑑 別巻 近侍者記録三藤沢山日鑑 別巻 近侍者記録三藤沢山日鑑 別巻 近侍者記録三』 (3500』 (3500』 (3500』 (3500円 )円 )円 )円 )

遊行寺の役寮で記された幕末から明治初頭にかけ

て記された文書です。

巻末には、「時宗本末帳所載寺院総覧」の西国編(越

中・飛騨・美濃・三河以西)、同総覧の「五十音順

索引」が掲載されています。なお口絵として、明治

天皇の行幸の際に用いられたとする御膳水(井戸)の

絵葉書写真などが掲載されています。

なお、文書館では遊行寺の日誌『藤沢山 日 鑑 』

を 昭和57(1982)年度から28冊刊行し、その別巻と

して平成22年度から『近侍者記録』を刊行してきま

したが、この別巻三で完結となりました。

４４４４．『．『．『．『藤沢市史料集37 関東大震災藤沢市史料集37 関東大震災藤沢市史料集37 関東大震災藤沢市史料集37 関東大震災とととと藤沢(下)藤沢(下)藤沢(下)藤沢(下)』』』』

（ 600（ 600（ 600（ 600円円円円 ））））

①藤沢駅前にあった「神田写真館」が撮影した震災

前・震災直後・震災1年後の写真62枚について、撮

影場所および撮影方向、建物や人物について現時点

で可能な範囲で説明を加え、地図に表記しました。

②大震災直後の大正12年9月4日から、大正14年3月2

7日までの藤沢町議会の議事録を掲載しました。

③村岡地区の農家に所蔵されていた日記の中から、

大震災発生の日からその年の大晦日にいたる記録を

取り上げました。

藤沢山日鑑別巻藤沢山日鑑別巻藤沢山日鑑別巻藤沢山日鑑別巻３と３と３と３と史料集 37史料集 37史料集 37史料集 37

購入方法購入方法購入方法購入方法

ここで紹介した刊行物については、文書館1階の

「市民資料室」、市役所の「市政情報コーナー」(食

堂のある建物の 3 階)で版売しています。なお、ブ

ックレットは「藤沢市書店共同組合」加盟店9店で

も販売しています。

市民センターや公民館では取次販売を行っていま

す。各センターなどに備え付けの「有償刊行物取次

注文書」にご記入の上、お申し込み下さい。

郵送をご希望の方は、代金と郵送料(切手)を、現

金書留か定額小為替(事故の際の補償なし)で文書館

までお送り下さい。



- 4 -

連載 古文書の読み方第26回

明治政府は、アヘン戦争(1840～42年)の教訓から、国内で流通するアヘンを統制下に置きました。明治3(1

870)年8月の太政官布告による取締と同時に、政府は医薬用アヘンの取締規則を定め、すべての薬店で所持し

ているアヘンの品位・量目の報告と、医師に売り渡した際には、薬店と医師双方に品位と量目を届け出るよ

う命じました。なお、外務省は同月に「俗文漢文ヲ以テ摺モノ等イタシ各港庁ヨリ在留ノ支那人ヘ掲示」(外

務省より太政官の庶務中枢機関である「弁官」への上申の一部、『法令全書』(明治3年)所収（国立国会図書

館ＨＰの「近代デジタルライブラリー」で閲覧可能）、下線部は引用者が付ける)させました。前回写真で掲

載したものはそれら「摺モノ」の1枚で、それが今日まで残ったものと思われます。なおこの法令は、『法令

全書』に掲載されていますが、資料の②行目から③行目にかけて傍線部の記述が追加されています。

その後、明治11年8月9日に「薬用阿片売買並製造規則」(太政官布告第21号)が出され、国内通用のアヘン

を内務省が統括するなど、規制が大幅に強化されることになりました。(中村)

参考：三重県環境生活部生活振興課県史編さん班のＨＰ「歴史の情報蔵」より「発見！三重の歴史」の中の

「近代のアヘン統制克明に―薬用阿片卸売特許薬舗の資料」(2005年12月7日)
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編集後記編集後記編集後記編集後記

最初の頁では、現在「蔵まえギャラリー」となっ

ている建物とその周辺を写した写真を取り上げまし

た。明治期から今に残る建物と、現在では浅草など

一部の観光地でしか見られない人力車の取り合わせ

が、非常に興味深く思われます。(中村)


